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2015年度 神戸YWCA標語聖句　何事も愛をもって行いなさい（コリントの信徒への手紙16章 14節）

　「ここは被差別地域だからね」。2年
前の今頃、県外からの支援者の言葉に
『やはりそうなんだ、だからこそ福島
は原発立地地区となりえたのだ』と今
更のように再確認した私は、なんとお
めでたい人間だろうか。東北地方のな
だらかで丸みを帯びた山や、赤茶色の

石がころがる河原の自然に恵まれて、それだけで幸せだった。
井の中の蛙である。
　それでも日々の生活や社会の中には自分の知らない動きが
あるとは薄々感じていた。理不尽な出来事があっても流され
て生きているようにも感じていた。だから自分なりに社会運
動にかかわって、精一杯抵抗していたつもりだった。しかし、
あの大地震と大津波による東京電力福島第一原子力発電所事
故で、現実的には問題を先送りしていただけだったと思い知
らされ、その思いは 4年経っても頭から離れない。
　自然災害は一定の地域に差別なく襲いかかってくるが、風
や大気の流れで予想もつかない降り注ぎ方をする放射能から
逃れる手立ては今でも思いつかない。最大値 24.24 μシーベ
ルト／毎時まで数値が上がった時の恐怖は、いまだにたやす
くよみがえってくるのに、再び福島第一、第二原発で放射能
事故が発生した時への対応策は『風向きに対して 90度の角
度で逃げる』くらいしか持ち合わせていない。知
識や情報量が違えば、考えも行動もバラバラなま
まに、私たちは自己責任で自分の命を守らなくて
はならない。
　今年になって、ついに相双地区（福島県の太平洋
沿岸部）の2つの町が中間貯蔵施設の設置と受け入
れを決めた。3月13日から除染土が運びこまれる。
最終処分場が決まらない限り置き続けることになる
のだが、果たして私たち福島県民の覚悟は決まって
いるのだろうか。東京へ電気を送り続けた地域だっ
たことを考えるとこの策に理不尽さは否めない。し
かし、どこにどう訴えれば納得できる回答が手に入
るのかと、考えることも諦めかけている。
　昨年（2014年）の6月に富岡駅周辺を訪れた時、
すでに 3年が経っていても放置されたがれきの山
と、津波がさらっていったままの街並みに衝撃を

受けた。さらに9月に訪れた時には、富岡駅の向こう側の海
岸部や富岡港の浜に黒いフレコンバックが積み上げられ始め
ていることに、何が始まるのかと不安になった。が、このた
びの 3.11 のニュースによると、６、７段に積み上げられた
フレコンバックが海岸をまるで堤防のように続いているのだ。
福島の復興は田や畑、山、海岸が黒い袋で覆い尽くされるこ
となのか、いやそんなはずはない。
　2月に参加した「全国 YWCAフェスタ in 沖縄」で、辺野
古の沖で精力的に活動されている女性が「私たちは加害者で
す」と話したのに驚いた。理由をたずねると「イラク戦争の
時、そして今に至るまで、戦争に飛び立つ戦闘機を止めるこ
とが出来ないから」とおっしゃる。私は原発立地県として「福
島」は今回の原発事故の加害者だと感じ続けていることを伝
えた。沖縄と福島は同じだと痛感した一瞬だった。加害者と
被害者の立場はいつも危うい。
　それぞれの立場で、持ち合わせるものは違うのだから、主
張も求めるものも違うのは当然でいい。しかし、この体験を
繰り返さないための学びとして「福島」を忘れないで欲しい。
『せめて捨て石になりたい』繰り返し考えて 5年目の春を迎
えようとしている。

福島市中心部の仮置き場は今月中で搬入終了、手前の公園から見る
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第95回
神戸YWCA定期会員集会

　3月 14 日、37 人の出席者を得、
定期会員集会が開催された。開会礼拝
では、湯口惠さんが95年にわたる神
戸YWCAの歴史を簡潔に語ってくだ
さり、先人の功績を讃えられた。若い
会員たちも熱心に聞き入っていた。
　理事会からは、今年度の財政は改善
され収益は増えたこと、しかし補助金
収入が多く、事業収入はむしろ減少し
ており、今後は寄付金を増やすことに
力を入れたいと報告があった。
　議事では、質疑応答を交えながら、
事業報告、会計報告、事業計画案、予
算案等が協議された。分室のガレージ
を「地域がであう場」として今後活用
したいとの報告もあった。最後に近年、
運営委員候補者が減少気味であり、神

世界祈祷日
　2015年 3月 6日の世界祈祷日は、
バハマからのメッセージ 「わたしが
あなたがたにしたことがわかるか」
というテーマで、日本キリスト教団
神戸栄光教会において、超教派の多
くの姉妹たちと共に礼拝が行われた。
　聖書の引用箇所は、ヨハネによる
福音書 13章 1-17 で、栄光教会の野
田和人牧師により、神はイエスをと
おして世の人々に愛を示された。弟
子たちの足を洗うイエスの模範を用
いて、私たちはバハマや自分自身の
共同体において、イエスが示された
愛を実践していくことが求められて
いることを教えられた。
　今年は、福島原発事故の被災者に
関わっているドイツから来日中のク
ルーガー宣教師も共に参加し、冊子
を読まれ、インターナショナルな世
界祈祷日であった。 　 （モーア アン）

神戸YWCAビジョン
平和・地域・女性

・ 非核・非暴力による平和をつくる
・ 憲法をまもり、世界に広める
・ 誰もが安心して暮らせる地域づくり 
　を目指す
・ 若い女性が社会変革する力をつける 

2015年度 
神戸YWCA 活動目標

・ 若者が主人公になれる場をつくる
・ 神戸 YWCAの活動を広く知らせる

2015年度
神戸YWCA運営委員
井上序子、斎藤明子、谷合公江、
鶴崎祥子、西岡容子、野村春美、
宮田泰子

会長 　鶴崎祥子
副会長 　斎藤明子
 　西岡容子
書記　 　野村春美
 　宮田泰子
会計　 　谷合公江

戸YWCAの未来の担い手への参加の
呼びかけで、閉会になった。

（池内 洋子）

わくわくフェスタ　
　定期会員集会の午後実施された「わ
くわくフェスタ」では、会場に楽し
いおしゃべりと笑いがあふれた。
　普段、自分の活動以外は、YWCA
での活動を直接知る機会が少ない。
せっかくの中身の濃い活動も、メン
バーのみにとどまってしまいがち。
これはもったいない。他の活動も知
ることでYWCA全体の目指すものも
理解できる。この機会にYWCAを知
らない人も誘って、という企画。
　ステージでは、様々な見せ場が用
意された。初めて見る「ストーリー
テリング」に引き付けられ、難民問
題や憲法のクイズ、声の奉仕の報告

などではその問題をより身近に感じ
ることができた。幻の「神戸 YWCA
の歌」を聞き、ここで学ぶ外国にルー
ツをもつ子どもたちの紹介もあった。
また、ブースでは、各部やグループ
による作成物、写真などの展示があ
り、あちこちでメンバーとのやりと
りに花が咲いた。改めて共に歩む
YWCAの会員同士という意識がもて
た一日だった。参加者 41人。

（斎藤 明子）
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神戸YWCA被災者支援プロジェクト

YWCAフェスタ in 沖縄
　２月 14日から 16日まで、沖縄で
開かれたYWCAフェスタに参加させ
ていただいた。
　初日の分科会で私たち平和活動部
は「人を惹きつけるアイディア―関
心のない人にも関心をもってもらう
ために」と題したワークショップを
担当した。平和憲法をまもろうとい
う新聞広告を出すと仮定して、キャッ
チコピーを考えてもらったのだが、
様々なアイディアが出てきて、有意
義な時間をもつことができた。
　翌日は３つのコースに分かれての
フィールドワーク。私は「竹富町・
八重山教科書採択問題」に参加した。
琉球大学の山口剛史さんの講演を聴
いた後、首里城と沖縄平和祈念資料
館を訪れた。山口さんが同行してガ
イドもしてくださったので、私たち
は学びつつ見学できた。
　資料館には泣き声がもれないよう
に赤ん坊の口を押さえる家族と、銃
剣で威嚇する日本兵の像があるのだ
が、その銃剣が一時展示から取り去
られたことや兵士の目線について説
明していただいた。この目線では、
兵士がまるで住民を米兵から守って
いるようにも感じられるのである。
　歴史を修正するのではなく、真
実を伝えることの大切さを知った
フィールドワークだった。

　　　　　　　　　　（寺沢 京子）

分室バザー
　3月 21日（土・祝）は、好天気に
恵まれた。ハレルヤ !!  リニューアル
したガレージ・カフェや外売りの賑
わいなど 100 人を越える笑顔の交流
と目標額達成の収益を得た。 

（谷合 公江）

　3月の一夜、セカンドハウスに関
わる人が集まって「セカンドナイト」
を行なった。会場はセカンドハウス。
数日前からここを利用している親子
は、一年前に開催した神戸 Yの保養
キャンプの参加者で、大切な滞在の
一夜を私たちのために取り分けてく
れた。
　楽しい時間を過ごしながら、思う。
起こってはならない出来事がきっかけ
で出会ったに過ぎない私たちだが、関
わりを重ねさせていただく中で、悲し
みやマイナスだけではない何かをも見
出していけるなら、と。この４年間、
セカンドハウスという「場」を支えて
くださった全ての人に感謝した。

（西本 玲子）
差し入れのおにぎり。ありがとう！

　「ヴァーン！」力強い鍵盤をたたく音、
まさしく「ピアノお目覚め」から始まっ
た河野康弘さんの「ジャズ・ピアノコン
サート」。
　「ダイナミックなピアノ演奏、あんな弾
き方があるんだと衝撃！激しさがググッ
と迫って、心がビンビンビ～ン！」「私も
またピアノが弾きたくなった。音楽の力
を実感した。」という会場の声。
　ピアノの合間のトークは、福島原発事
故、放射能の怖ろしさを訴え、このピー
スコンサートが「核のない平和な世界を
目指す」活動であることを認識し、その
一言ひとことで本当に心が動かされた。
　当日は２月 11日、祝日にも関わらず親子の部、大人の部とも満席の
約 70人が来場。
　コンサートでは大人も子どもも実際にピアノに触れて、河野さんとの
ジャズセッションを楽しめた一日であった。 　　　　　　   （鶴崎 祥子）
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賛助員
加納 花枝　　　　　 （敬称略）

編集後記
　敗戦後70年の節目の年。日
本はどうなるか ?不安いっぱ
いのスタートである。

（S・T）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● 文学講座
4 月 21 日（火）・5月 19 日（火）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
『徒然草』
講師 笠原芳光さん（京都精華大学名誉教授）
参加費 1,500 円

●4 月のアフタヌーン・ティー
「中東世界からの視点̶『イスラム国』・『ユダヤ国』
のディアスポラ（難民・離散者）」
4月 7日（火）
13 時 30 分～ 16 時
講師 村山盛忠さん（日本基督教団牧師）
参加費 800 円

　　　神戸YWCAへの
　　　おさそい

学院だより
　新年度を迎え、日本語教師
養成コースでは、「日本語教師
養成講座（420 時間コース）」
の 7月開講に向け、準備を進
めている。
　新カリキュラムでは、実践
力・人間力のある日本語教師
を養成するため、日本語や日
本語教育の基礎知識に加え、
社会への広い視野を持つため
の学びや、翌 7月には教育実
習を組み込んでいる。日本語
コース等で学ぶ在住外国人と
の交流プログラムがあるのは
神戸YWCAならでは、である。
　グローバルに人が行き来す
る社会で、日本語教育は今後
ますます必要とされるだろう。

（学院長　寺内 真子）

まごの手だより
　2015 年 4月の法改正では、
要支援者等の高齢者の多様な
ニーズに地域全体で応えてい
くために、予防給付の訪問と
通所介護が地域の実情に応じ
て、市町村が実施する新しい
総合事業へと移行する。
　2015 年度は今までとサー
ビスは変わらない。配食、会
食、居場所づくりが今後必要
とされている。また、地域包
括ケアシステムの実現に向け、
物価の動向等を踏まえ、2.27％

減の報酬改定となった。在宅
生活を支えるためのサービス
の充実、質の高い介護サービ
スの取り組みが必要とされて
いる。　

　 （松田 恵美子）

分室だより
　分室のガレージが変わった。
壁に白いぺンキが塗られ、天
井には、スポットライトがつ
いて明るくなった。
　「地域がであう場づくり」プ
ロジェクトのメンバーにラン
チのボランティアも加わって
作業した。厳寒の 2月毎週火
曜日に、初めての者ばかりが
集まり、何度もペンキを塗り
重ねた。出来栄えは分室バザー
で披露した。4月からはオー
プンスペースとして多くの人
に使ってもらいたいと考えて
いる。　　　　　 （大江 雅子）

運営委員会報告
（1月）【議事】指名委員会から
の報告▶組織について▶各部・
各グループの事業計画と予算の
確認。
(2月 )【議事】定期会員集会に
むけて▶次世代プロジェクトに
ついて▶リトリートをうけて理
事会との意見交換。
(3月 )【議事】2014年度活動
のふりかえりと 2015 年度へ

の申し送り事項の確認▶三役
選挙および各部担当者の決定。

（西本 玲子）

理事会報告
　2月 7日（土）第 4回理事
会開催。出席理事7人、監事1
人。2015年度事業計画案と予
算案について協議。（寺内 真子）

（注）場所の記載のないものはすべて神戸 YWCA会館


